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Abstract

　The　purpose　of　this　study　was　to　examine　features　of　hypnotic　state　from　the　view　of　the

responses　ofanxiety－evoking　stimu1i．

　The　subjects　were　fifty－four　students，which　were　divided　into　three　groups，such　as

control，hypnosis　and　re1axation　group　and　each　group　was　given　anxiety－evokiηg　stimu1i．

During　the　tria1，the　facia1muscIe　activity　and　a　subjective　emotiona1rating（STAI－S）were

measured．

　The　resu1ts　showed　that　the　hypnosis　and　re1axation　group　had　the　different　responses　to

the　anx工9ty－evoking　stimu1旦．

　After　giving　the　introduction，the　anxiety　of　the　hypnosis　group　kept　on　decreasing　whi1e

the　re1axation　group　showed　an　increase　of　anxiety．

　In　addition，differences　were　a1so　showed　in　the　facia1musc1e　activities　between　hypnosis

group　and　re1axation　group．The　facia1muscuIar　shrink　ofthe　hypnosis　group　was　significant

faster　then　the　contro1group．However　the　relaxation　group　didnlt　have　any　change．

　In　conclusion，this　study　suggested　that　the　reduction　of　anxiety　was　different　in　the

qua1ities　between　hypnosis　and　relaxation　group．
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不安喚起刺激に対する反応からみた催眠状態の特徴

　　　　　　　　　はじめに

　これまで、催眠状態の特徴を捉えることを目的

とした研究は数多く行われている。それらの研究

は、催眠状態における生理と主観、どちらの側面

に焦点を当てているかによって分類される。

　生理的側面に焦点を当てた研究としては、心拍

数（Ray，W．J．，Sabsevitz，D．，De－Pasca1is，V一，

Quig1ey，K，Aikens，D一＆Tubbs，M．，2000）、

呼吸（福原，1991）など自律神経系の反応を用いて

検討しているもの、脳波（Montgpme町，D．，

Dwyer，K．＆KelIy，S．，2000）、事象関連電位

（Depasca1is，V．，1994）など中枢神経系や脳の活動

を用いて検討しているもの、瞬目数（Lindsay，S．，

Kurtz，R．M＆Stern，J．A．，1993；田多・針生，

1983）など末梢的反応を用いて検討しているもの

があげられる。

　一方、主観的側面に焦点を当てた研究としては、

催眠下における主観的意識体験の変化を測定する

ための変性意識状態検査（斉藤，1981）があげられ

る。変性意識状態検査は、空間・時間・自已・言

語・主観一客観の差それぞれの感覚の喪失、注意

集中、受動性、一時性、悦惚感、宇宙識といった、

正常覚醒時とは異なる状態を包括的に検討するた

めの方法である。従って、催眠状態の特徴を調べ

る際には、周囲の関連現象や意識状態から推論し

てゆくという方法が用いられている。例えば、解

離傾向との関連について調べた田辺・大宮司

（1997）などである。

　こうした従来の催眠研究の中には、同一の指標

が用いられていても、催眠状態の特徴として捉え

られた結果が異なるものもある。この理由の一つ

として、同じ「催眠」という言葉で表されていて

も、そこで測定された状態は質的に異なる状態で

あった可能性が考えられる。この違いについて山

極・門前（1999）では、催眠誘導で用いる暗示と

いう要因に焦点を当て、典型的な催眠暗示である

運動・リラックス・イメージのそれぞれの暗示に

よって誘導された意識状態の特徴比較を行ってい

る。そしてそれらの意識状態の特徴を捉えるため

に、感情喚起刺激に対する顔面表情筋反応が指標

とされている。実験で各意識状態の被験者は、い

らいら感の感情喚起刺激が与えられ、その前後で

の雛眉筋・口角下制筋の筋活動が測定されている。

実験の結果、運動暗示・イメージ暗示によって誘

導された意識状態では、顔面表情筋活動の、最大

のパワーを示す周波数であるスペクトルピーク周

波数において感情喚起前後に変化が認められない

ことが示されている。すなわち、運動暗示・イメ

ージ暗示によって誘導された意識状態では、覚醒

状態と比べて、いらいら感喚起刺激に対する反応

が表出されにくいことが示唆されている。しかし、

運動暗示・イメージ暗示による意識状態聞でも、

運動暗示ではスペクトルピーク周波数が高い状態

で持続する一方、イメージ暗示では低い状態で持

続するというように、表出されにくさのパターン

は異なるという結果も得られている。これらの結

果は、感情喚起刺激に対する反応は意識状態間で

異なること、及び、感情喚起刺激に対する反応は、

催眠の意識状態の特徴を捉えるための一つの指標

になり得ることを示している。

　これまで催眠と感情現象との関係については、

主に臨床研究の中で、催眠状態では不安や怒り、

緊張などが軽減することが示されている（Sapp，

M．，1992；Chandler，G．M．，1993；Eise1，H．E．，

1988）。このことから、催眠状態ではそのような感

情が喚起しにくいと考えられる。つまり、覚醒状

態で作用する感情喚起刺激が、催眠状態では作用

しにくいのではないかと考えられる。こうした、

催眠が感情現象へ与える影響、すなわち、催眠状

態における感情喚起刺激に対する反応を調べるこ

とで、催眠の意識状態の特徴がより明確となるこ

とは、先述の山極・門前（1999）に支持されている。

　感情喚起刺激に対する反応に関しては、感情の

種類により各々固有の心理生理的反応のパターン1

が存在することが日常的に観察され、従来の感情

研究でも実証されている。例えば顔面表情筋を指

標とした前述の山極・門前（1999）では、いらい

ら感の感情を喚起させているため、それに対応す

る顔面表情筋の部位として雛眉筋と口角下制筋が

選択されている。しかしその他の種類の感情、例

えば、喜びの感情に対応する部位としては大頬骨

筋、悲しみでは口輪筋というように、顔面表情筋

の対応部位は異なる。このように、感情喚起刺激

に対する反応を検討するにあたっては、その刺激

がどのような種類の感情を喚起する刺激であった

かということを考慮する必要がある。
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　そこで、感情の種類という点について山極・門

前（I999）の研究をみると、山極・門前（1999）

で対象とされた感情は、いらいら感という、感情

内容としては不快と分類される感情である。また、

対象の有無及び持続時間によって分類される『気

分」か「情動」かの分類（Rosenberg，E．L，1998）

においては、いらいら感は情動に分類される感情

である。山極・門前（1999）では、いらいら感を

実験対象として取り上げた理由を、心理臨床場面

でクライエントが抱える悩みとして多く見られる

こと、催眠による影響が大きいと考えられること

としている。同様の理由であげられる不快な情動

に不安感がある。不安感の感情は「最も日常的に

見られる感情である」（デビソン＆二一ル，1994，

村瀬監訳，1998）とされ、その状態を実験的に測定

するための方法の検討（Spie1berger，C．D．，

Gorsuch，R．L．＆Lushene，R．E，1970；水口・下

仲・中里，1991）や、不安感による影響が大きいと

考えられる学習や認知などといった領域との関連

についての検討（Bower，G．H．，1981；Mathews，

A．，1993）など、様々な観点からの研究が行われ

てきている。

　山極・門前（1999）では、いらいら感の感情喚

起刺激に対する反応のパターンを指標として催眠

の意識状態の特徴が見出されているが、これは「い

らいら感情」という一っの感情に対する反応のパ

ターンであり、全ての感情で同様のパターンを示

すとは言えない。別の種類の感情を用いた場合に

は異なるパターンが示されることが予想される。

　そこで本研究では、不安感の感情喚起刺激に対

する反応のパターンを用いて、催眠の意識状態の

特徴を検討することを目的とした。

　　　　　　　　　方　法

被験者　大学生48名（男性18名，女性30名）で、平

均年齢は20．1歳（SD・2．04）であった。

　被験者の選択にあたり、大学生108名に対し、

STAI特性不安尺度（水口他，1991）を用いてスク

リーニング調査を行った。その結果から、特性不

安得点が標準内の者（男性52点・女性54点以下；評

価段階I～lV）を描出した。

実験計画　実験計画は、意識状態要因（3）×測定

段階要因（2）の2要因実験計画であり、意識状態

第1号2003年

要因は被験者間要因、測定段階要因は被験者内要

因であった。

意識状態要因には、運動暗示によって誘導した

催眠群と、比較を行うための覚醒群及び、ジェイ

コブソンのリラクセーション簡略版教示によって

誘導したリラクセーション群の3条件を設けた。

測定段階要因には、不安喚起前・不安喚起後の2

条件を設けた。

材料・装置ポリグラフ360システム7747（日本電

気三栄株式会社）・DATレコーダーRD120TE
（TEAC）・DATテープ・オムニエースRT3104（日

本電気三栄株式会杜）・STAI状態不安尺度（水口

他，1991）・ヘッドフォン・催眠暗示誘導テープ・

ジェイコブソンのリラクセーション簡略版教示誘

導テープ・朗読課題用文章（Appendixに示す）

不安喚起刺激本研究では、感情として予期不安

を取り上げ、不安を喚起させる場面として、スピ

ーチ不安場面を設定した。スピーチ不安について

は、不安喚起場面の一つとして、数多くの研究が

なされているが、その中で米村・生和（1990）で

は、スピーチ場面前後における生理指標と主観的

指標の継時的な変化を検討している。その結果、

主観的指標すなわち不安感は、実際のスピーチ場

面の前からすでに高い水準を示すことが認められ

ている。このことから、後に行うスピーチ場面を

予告として提示することによって、不安感が喚起

されることが予想される。

　そのため本研究で用いる不安喚起刺激としては、

「読みづらい文章をビデオカメラの前で朗読する」

という課題の予告を教示として与えることとした。

教示の際、被験者には、「撮影したビデオは実験後、

複数の大学院生によって視聴されること」牟伝え

られ、同時に朗読用の文章が提示された。課題予

告教示の直後には、ビデオカメラが被験者の正面

にセットされ、同時に撮影が開始された。撮影は

朗読課題終了まで行われた。ビデオカメラは、課

題予告教示の前には、被験者から見えないように

箱に収納されて実験室内に置かれてあった。

　朗読課題用の文章は、難解な文章であること、

内容が中性的なものであることから、活舌練習用

テキスト「外郎売り」をA4版1枚に印刷したも

のが用いられた。

手続き　実験手続きはFigure1に示すとおりで
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あつた。

　被験者は実験の説明を受け、電極を装着して1

分間の安静後、べ一スライン状態（以降、べ一ス

ライン試行）の測定が行われた。次に催眠群・リ

ラクセーション群は、ヘッドフォンを用いて、予

め録音された暗示・教示が与えられ、それらに対

する反応の状態（以降、不安喚起前条件）が測定

された。その後、不安喚起刺激である課題予告教

示が与えられ、不安喚起状態（以降、不安喚起後

条件）が測定された。最後に被験者は、予告教示

どおり朗読課題を行った。各条件は1分間であり、

その問には顔面表情筋活動が測定され、その直後

にはSTAI状態不安尺度への記入が求められた。’

暗示・教示の内容　催眠群には成瀬（1968）によ

る後倒法・腕移動・腕浮揚の運動暗示を、’リラク

セーション群にはジェイコブソンのリラクセー

ション簡略版教示（門前，1993）を与えた。ジェイ

コブソンのリラクセーション簡略版教示は、身体

を腕・脚・背中・首・額の5部位に分け、各部位

に対して緊張一弛緩一弛緩を順に行うという内容

であつた。

各指標の測定　顔面表情筋活動は、より微視的な

感情変化の指標となり得るとされる（Cacioppo，

Petty，Losch＆Kim，1986）筋電図法を用いて測

定した。顔面表情筋は、不安感情によって筋活動

が変化するとされる前額筋、不快感情に対応する

とされる雛眉筋（Ekman，P．＆Friesen，
W．V．，1975）を選択した。測定及び記録は、左顔

面の各筋から表面電極によって導出され、時定数

0．03秒でのフィルター処理と同時に、DATレコー

ダーを用いて磁気記録された。測定中の筋電図は

オムニエースを用いて波形表示させた。

　また主観的感情状態は、STAI状態不安尺度にづ

いて4件法のチェックリスト評定で回答が求めら

れた。

筋電図フー一夕整理の方法　本研究では、測定され

た筋電図データにっいて周波数解析を行い、最大

のスペクトルを示す周波数（以降、スペクトルピ

ーク周波数）を指標として用いることとした。

　筋活動については、生理学的観点から、筋肉と

その活動を支配する運動単位との間には対応があ

り、運動単位は、持続的な収縮を司る緊張系の神

経筋単位と、速度的・瞬発的な運動を司る運動系

の神経筋単位とに分類されると言われている（永

田，1984；中村，1975）。この点については心理学領

域でも、Fridlund＆Cacioppo（1986）が筋電

図のガイドラインとして、筋電図の周波数成分を

10－30Hzと、それよりも筋活動がより速い成分であ

る30Hz以上とにわけ、それぞれの成分は筋肉の運

動単位が異なることを述べている。

　このことから、最大のスペクトルを示す周波数

を調べることにより、筋の主な活動周波数すなわ

ち、感情喚起刺激に対する筋活動の速度的変化が

検討可能となると言える。従って本研究では、ス

ペクトルピーク周波数を感情喚起刺激に対する顔

面表情筋活反応の指標とすることとした。

　具体的な解析方法として、DATレコーダーに記

録された筋電図は、データ採取ソフトGmview

（諏訪トラスト）を用いてパソコンに取り込んだ後、

スペクトル解析ソフトMemca1cシステム（諏訪ト

ラスト）を用いて周波数解析を行った。サンプリ

ング周波数は中丸（1996）に基づき、30．OHz－

200．0Hzとした。また解析は測定された各試行1分

間について行った。解析処理後のパワースペクト

ルからは、スペクトルピーク周波数を求めた。

　　　　　　　　　結　果

　本研究では指標として、顔面表情筋（前額筋・

雛眉筋）活動・STAI状態不安尺度得点を用いた。

　各データは、べ一スライン・不安喚起前・不安

喚起後の3条件について測定された。その中でべ

一スライン条件は催眠・リラクセーションそれぞ

れの意識状態誘導前の状態であり、不安喚起前条

件とは誘導後の状態である。

　ここで、実験の間題点として実験手続き
（Pigure1）において、顔面への電極装着に対す

る順応のための安静時問が1分問と短かい点が

あった。そのため、充分な安静状態が確保されて

いたとは言えない。この点に関し、本研究の指標

で用いられた主観的不安（STAI状態不安尺度得

点）については、べ一スライン条件と不安喚起前

条件との間のt検定を行い、2条件問には有意な差

は見られなかった（f（15）・O．74，ρ・・47Xこのこ

とから、主観的不安は、べ一スライン条件におい

て一定水準に達していたと考えることもできる。

しかし以下では、上記の問題点をふまえて分析及
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；畠騒責o）言党目月
　　電極装着

安青豪

ぺ一スライン条件

［蚕］　函ヨ

不安喚起前条件’

不安喚起刺激教示提示

？ド安喚走蔓司麦条1牛

虫月言売言果是蔓遂千〒

覚醒群　　　　　　　催眠群

　　　　Figure1　実験手続き

リラクセーション群

覚醒群 催眠群 1」ラ帖一｝ヨ）群
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不安虫起螢 舶．；OO畠．帥〕 ヨ1．1ヨ㈹．4助 舶．…5；加．ヨ1〕

ぺ一ユ引） 41．O“10．1…〕 ヨヨ．舶□．03〕 41．03〔O．40〕

ST＾1状態不安尺度得点 不安喚起前 40．ヨπヨ．柵〕 四．州‘喧、！；〕 ヨ4．O“5．ヨ0〕

不安喚起雀 4…．1000．70〕 31、朋OO，O刀 41．茗釧’垣．O1〕

Table1　各条件の平均値

び考察を進めた。

　本研究では不安喚起に対する反応に加え、意識

状態誘導に対する反応についても調べること、・ま

たその変化についても検討することとしたため、

分析ではべ一スライン条件からの変化量を用いて

行つた。

　指標ごとの各条件の平均値をTable1に示す。

　なお、統計的検定には、統計用ソフトSPSS

lO．O，7J　forWindows（エス・ピー・エス・エス

株式会社）を用いた。

実験操作有効性の検討

　本研究では感情として予期不安を取り上げ、感

情喚起刺激としては、後に行う課題の予告教示と

課題内容の提示を用いた。本研究では、覚醒状態

におけるこの予期不安の感情喚起刺激が催眠及び

リラクセーションの意識状態でどのように作用す

るかを調べることを目的とした。そのため、本研

究での感情喚起操作の有効性を検討するために、

覚醒群における不安喚起前・後各条件のSTA1状態

不安尺度得点の変化量についてt検定を行った。そ

の結果、不安喚起後は不安喚起前に比べSTAI状態

不安尺度得点が有意に高いという結果が得られた

（f（15）・1，925，ρ＜．05）。

　このことから、本研究で用いた感情喚起刺激に

よって不安感が喚起されたことが確認されたため、

実験操作が有効であったとみなして分析を進めた。

顔面表情筋筋活動

　顔面表情筋は、不安感情に対応する部位として

前額筋、不快感情に対応する部位として雛眉筋を

用いた。そして各顔面表情筋の筋活動の変化を調

べるために、前額筋・鐵眉筋のスペクトルピーク

周波数にっいて、それぞれべ一スライン試行から

の変化量を算出し、意識状態要因（覚醒・催眠・

リラクセーション）×測定段階要因（不安喚起前

・不安喚起後）の2要因分散分析を行った。

前額筋スペクトルピーク周波数　前額筋スペクト

ルピーク周波数変化量の各条件の平均値を
Figure2に示す。

　前額筋スペクトルピーク周波数変化量について

分散分析を行ったところ、意識状態及び、測定段

階の主効果が有意であった・（F（a45〕・5．07，

ρ＜．05；F（I，2〕・17．80，ρ＜．01）。意識状態と測定

段階との交互作用は有意ではなかった。

　各要因の主効果についてそれぞれ多重比較を

（Hz〕
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Figure2　前頭筋スペクトルピーク周波数

　　　　　　変化量の平均値
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行ったところ、意識状態問の違いとしては、催眠

群が覚醒群・リラクセーション群よりも有意に高

いという結果であり（f㈹・2．28，ρ＜．05；f（45〕

・3．07，ρ＜．O1）、測定段階問の違いとしては、不

安喚起後が不安喚起前よりも有意に高いという結

果であった（f（45）・4．22，ρぐ01）。

鋏眉筋スペクトルピーク周波数鍛眉筋スベクト

ルピーク周波数変化量の各条件の平均値を

Figure3に示す。

　鍛眉筋スペクトルピーク周波数変化量について

分散分析を行ったところ、測定段階の主効果が有

意であった（F（1，2〕・5・03，ρく05）。意識状態の

主効果及び、意識状態と測定段階との交互作用は

有意ではなかった。

　測定段階要因の主効果にっいて多重比較を行っ

たところ、不安喚起後が不安喚起前よりも有意に

高かった（f（45〕・2．24，ρ＜．05）。

　以上の前額筋・雛眉筋スペクトルピーク周波数

についての結果から、催眠状態では覚醒状態に比

べ、前額筋の主な筋活動の周波数帯域が高いこと

が示された。また、不安喚起後は喚起前に比べ、

前額筋・鍛眉筋の主な筋活動が高周波数帯域に移

動することが示された。このことから顔面表情筋

活動は、催眠誘導暗示や不安喚起刺激によって、よ

り速い筋収縮が生じるという変化を示すと言える。

主観的感情状態

　主観的感情状態の変化を調べるために、STAI状

態不安尺度得点についてべ一スライン試行からの

変化量を算出し、意識状態要因（覚醒・催眠・リ

ラクセーション）×測定段階要因（不安喚起前・

不安喚起後）の2要因分散分析を行った。

STA1状態不安尺度得点　STAI状態不安尺度得点

（Hz〕
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測定段階

不安喚起後

Figure3　雛眉筋スペクトルピーク周波数

　　　　　変化量の平均値

変化量の各条件の平均値をFigure4に示す。

　STAI状態不安尺度得点変化量にっいて分散分

析を行ったところ、意識状態、測定段階の主効果

及び、意識状態と測定段階との交互作用が有意で

あった（F（245〕＝7．95，ρ〈．01；F（1，2〕＝20．54，

ρくO1；F（a。。）・4．08，ρく05）。

　意識状態と測定段階との交互作用について、単

純主効果の検定を行ったところ、不安喚起前・不

安喚起後の各条件において有意な差が見られ
（F（乙。。〕・8．12，ρく．Ol；F（a。。〕・5，52，ρ・。O1）、

不安喚起前条件においては、催眠群・リラクセー

ション群が覚醒群よりも有意に低く（f（go）・3．46，

ρ〈．O1；f（go〕。3．52，ρ＜、01）、不安喚起後条件に

おいては、催眠群は覚醒群・リラクセーション群

よりも有意に低いものの（f（go）・3・17，ρ〈・Ol；f

（go）・2．46，ρ〈．05）、リラクセーション群と覚醒群

との問に有意な差は見られなかった。

　以上に述べたSTAI状態不安尺度得点にっいて

の結果からは、不安喚起刺激に対する催眠とリラ

クセーションの意識状態間の違いが示されたと言

える。

　まず不安喚起前条件においては、催眠群・リラ

クセーション群とも覚醒群に比べてSTAI状態不

安尺度得点が低いことから、催眠暗示誘導及び

ジェイコブソンのリラクセーション教示誘導に

よって、ともに不安感が低下することが示唆され

た。一方で、不安喚起刺激を与えた不安喚起後条

件では、催眠群は前条件と同様に、覚醒群に比べ

て有意に低いものの、リラクセーション群と覚醒

群との問に差は見出されなかった。このことから、

不安喚起刺激に対して、催眠状態では不安感低下

が持続されるが、リラクセーション状態では不安

（点〕

　2

　　．’‘

　　一一’

’

不安喚起前　　　　　　　　　　　不安喚起後

　　　　　　測定段階

　　Figure4　STAI状態不安尺度得点

　　　　　　　変化量の平均値
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感が喚起されることが示唆された。
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　　　　　　　　　考　察

　本研究では、不安喚起に対する反応という観点

から、催眠状態の特徴を検討することを目的とし

て実験を行った。指標として、生理的指標である

顔面表情筋の筋活動と、主観的指標であるSTAI状

態不安尺度得点とのそれぞれの変化を用い、覚醒・

催眠・リラクセーションの意識状態間の比較を

行った。

　ここでは指標ごとの結果をまとめ、覚醒及びリ

ラクセーション状態との違いをもとに、催眠状態

の特徴について考察を行う。

　本研究では、前額筋・雛眉筋の顔面表情筋の筋

活動を検討するために、スペクトルピーク周波数

を用いて比較を行った。その緒果、催眠状態では

前額筋のスペクトルピーク周波数が、覚醒及びリ

ラクセーション状態に比べて高いことが示された。

このことから催眠状態では、前額筋において、よ

り速い筋収縮が生じるという筋活動の変化が見ら

れることが示唆された。

　催眠状態における顔面表情筋活動という点につ

いて、角辻（1967）では、催眠誘導後の激眉筋の

活動を筋電図法を用いて調べている。その結果、

催眠時には餓眉筋の活動が高い水準で持続するこ

とが認められている。そして同時に調べた、計算

作業における注意集中時の雛眉筋活動も同様に高

いという結果が示されていることから、催眠時に

おける籔眉筋活動の増加は、催眠誘導者に対する

注思集中を表しているものと考察されている。

　本研究では指標の選択にあたり、感情喚起刺激

に対する反応、すなわち感情表出に対応するとい

う観点から、顔面表情筋活動を指標として用いた。

この点に関しては、本研究の実験においても、前

額筋・鐵眉筋のスペクトルピーク周波数がともに、

不安喚起後は不安喚起前よりも高くなるという結

果が得られ、感情喚起刺激によって顔面表情筋活

動に変化が生じることが示された。その一方で、

前述のように、催眠状態における顔面表情筋活動

は、覚醒状態と異なることも示されている。この

ことから、顔面表情筋活動は感情現象のみに対応

するのではなく、催眠誘導によっても変化が生じ

ると言える。

第1号2003年

　また本研究では、主観的な感情変化を検討する

指標として、STAI状態不安尺度得点を用いて比較

を行った。その結果、意識状態と不安喚起との交

互作用が有意であり、不安喚起前後の各条件にお

いて単純主効果に有意な差が見られた。このこと

から、催眠・覚醒・リラクセーションの意識状態

間の違いは、催眠暗示誘導及び、リラクセーショ

ン教示誘導に対する反応の段階（不安喚起前条件）、

さらにそれらの各意識状態において不安喚起刺激

を与えた際の刺激に対する反応の段階（不安喚起

後条件）の二段階に示されたと言える。そこで、

それぞれの段階ごとに催眠状態の特徴をまとめる

こととする。

　まず不安喚起前条件において、催眠状態では、

リラクセーション状態とともに、主観的不安感が

覚醒状態に比べて低いという緒果が得られた。こ

のことから、催眠暗示誘導及びリラクセーション

教示誘導に対する反応として、心理的緊張の低下

が生じると考えられる。

　次に不安喚起後条件、すなわち不安喚起刺激に

対する反応の段階において、催眠状態では前条件

と同様に、不安感の程度が覚醒状態に比べて低い

という結果が得られている。このことから、催眠

状態では喚起刺激に対して変化が生じず、不安感

の低下が持続すること、心理的安定を保持してい

ることが特徴としてあげられる。これに対してリ

ラクセーション状態では、催眠状態に比べ不安感

の程度が高く、覚醒状態との問に差は見られない

という結果であった。このことからリラクセー

ション状態では、喚起刺激に対して不安感が高ま

るという変化が生じていること、心理的安定を保

持できなくなってしまうことが言え、この点は催

眠状態と異なる特徴であると考えられる。

　以上の生理的・主観的指標によって得られた結

果から、催眠の意識状態の特徴をまとめると、催

眠状態では顔面表情筋活動の主な活動周波数帯域

を高める、すなわち筋収縮を速めることによって、

心理的な緊張を低下させている状態と言えるので

はないかと考えられる。また、そうした催眠状態

での心理的緊張の低下は、外的な喚起刺激に対し

ても影響を受けずに持続されることが示唆された。

　本研究の目的は、不安喚起刺激に対する反応を

検討することで、催眠の意識状態の特徴を明確化
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することであった。実験の結果として、不安喚起

刺激に対する主観的不安感の反応に、催眠とリラ

クセーションとの意識状態間の違いが見出された。

違いとして、催眠暗示誘導・リラクセーション教

示誘導によって、ともにそれぞれ低下した不安感

が、不安喚起刺激を与えられることにより、催眠

状態では低下が持続されるものの、リラクセー

ション状態では持続されないことが示唆された。

このことから、催眠暗示誘導・リラクセーション

教示誘導によってもたらされた、不安感すなわち

心理的緊張の低下も異なるものであるとも考えら

れる。この点について顔面表情筋活動に示された

催眠状態の特徴とをあわせて考えると、催眠状態

における不安感低下は、顔面の筋収縮を速めるこ

とによってもらたされるものであり、リラクセー

ション状態における不安感低下とは、質的に異な

るものと考えられる。こうした顔面表情筋活動の

違いが、不安喚起刺激に対する反応、外的刺激に

対する心理的反応生起の有無の違いとも関連する

のではないかと考えられる。

　催眠及びリラクセーションの意識状態での感情

喚起刺激に対する反応について、山極・門前（1999）

ではいらいら感の感情を対象としている。指標に

は本研究と同様に、生理的指標に顔面表情筋活動

を、主観的指標にチェックリストを用いているが、

その結果では主観的には意識状態問の差がなく、

生理面でのみ差が見出されている。この点につい

て一っとしては、対象とした感情の違い（いらい

ら感と不安感）があげられる。すなわち、感情の

種類によって生理面・主観面における反応のパター

一ンがそれぞれ異なるのではないかと考えられる。

こうちした感情の種類の違いによる反応のパター

ンの違いについては、さらなる研究が必要である

と考えられる。それらをあわせて検討することに

よって、催眠の意識状態の特徴をより総括的に捉

えることが可能となると考えられる。

　最後に、本研究の問題点として実験手続き

（Figure　I）において安静時問が不充分であった

点がある。従って、その後の実験手続きによって

得られた本研究のデータから、結論を導き出すこ

とには限界が生じる。そのため、今後は上記の問

題点を改善して検討し直す必要がある。
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Appendix朗読課題用文章

そりゃそりゃ、そらそりゃ、まわってきたわ、まわってくるわ。

アワヤ咽、さたらな舌に、カ牙サ歯音、ハマの二っは唇の軽重、開合

さわやかに、あかさたなはまやらわ、おこそとのほもよろを、一っ

へぎへぎに、へぎほしはじかみ、盆まめ、盆米、盆ごぼう、摘蓼、

摘豆、つみ山淑、書写山の社僧正、粉米のなまがみ、粉米のなまがみ、

こん粉米の小生がみ、嬬子ひじゅす、繕子、綴珍、親も嘉兵衛・子も

嘉兵衛、親かへい子かへい、子かへい親かへい、ふる栗の木の古切叫

雨合羽か、番合羽か、貴様のきゃはんも皮脚絆、我等がきゃはんも

皮脚絆、しっかわ袴のしっぽころびも、三針はりながにちょっと縫うて、

ぬうてちょとぶんだせ、かわら撫子、野石竹。のら如来、のら如来、

三のら如来に六のら如来。一寸先にお小仏におけっまずきゃるな、

ほそどぶだらまながつおかんめ。

細溝にどじょにょろり。今日のなま鱈奈良なま学鰹、ちょと四、五貫目・

お茶立ちょ、茶立ちょ、ちょっと立ちゃ茶立ちょ、青竹茶発でお茶

ちょっと立ちゃ。
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